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業績比較

■ 平成22年10月期／第２四半期連結業績サマリー■ 平成22年10月期／第２四半期連結業績サマリー

（百万円）

個人消費低迷の影響
により、売上高は前年
比で8.9％減少してお
ります。しかしながら、
利益額につきましては、
販売促進費等の増加
により販売費及び一
般管理費が5.6％増
加しているものの、利
益率の向上により売
上総利益で16.4％増
加しており、費用の増
加分を吸収しておりま
す。その結果、営業利
益で前年比で70.0％、
経常利益で14.0％、
四半期純利益で
68.6％の増益を達成
しております。
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■ 平成22年10月期／第２四半期連結業績サマリー■ 平成22年10月期／第２四半期連結業績サマリー

財政状況
（百万円）

順調な利益の積み上
げにより、自己資本
比率は飛躍的に回復
しております。

当第2四半期におい
て、短期借入金を長
期借入金に借り換え
を実行し、流動比率
の改善を図っておりま
す。

純有利子負債額は、
順調に減少しておりま
す。

純有利子負債額は、短期借入金＋１年内返済予定長期借入金＋1年内償還予定社債＋長期借入金＋社債-現預金で計算しております。



page:4

■ 第２四半期 事業セグメント別売上高・営業利益■ 第２四半期 事業セグメント別売上高・営業利益

51

280

5,480

H22.10期

第２四半期

61

148

6,170

H21.10期

第２四半期

△16.7％
不動産賃貸
事業

89.2％
テレマーケ
ティング事業

△11.2％
移動体通信
事業

対前年比

事業セグメント別売上高

事業セグメント別営業利益

（百万円）

（百万円）

9

48

280

H22.10期

第２四半期

17

△84

298

H21.10期

第２四半期

△47.0％
不動産賃貸
事業

―
テレマーケ
ティング事業

△6.1％
移動体通信
事業

対前年比

■ 移動体通信事業

スマートフォン等一部機種の好調によ
り新規販売台数は第１四半期に引き続き
前年を上回るものの、個人消費意欲は弱
い状況が続いており、売上高は前年比
11.2％減の54億80百万円、営業利益は前
年比6.1％減の２億80百万円を計上。

■ テレマーケティング事業

コスト管理と成長性のバランスを図り
業績改善を達成。売上高は前年比89.2％
増の２億80百万円、営業利益は48百万円
を計上。

■ 不動産賃貸事業

新規テナントの獲得に努めるも、売上
高は前年比16.7％減の51百万円、営業利
益は前年比47.0％減の9百万円を計上。


